
株主の
皆様へ

高柴山は山頂付近に自生する約3万株の山ツツジの大群落で知られています。開花時期の5月下旬には、山頂
一面が真っ赤な花で埋め尽くされ、その光景に圧倒されます。登山口は3ヶ所あり、それぞれ約30分ほどで山
頂にたどり着けます。山頂からは矢大臣山・大滝根山・片曽根山を望むことができ、その麓に広がる阿武隈高原
の大パノラマも楽しめます。春のツツジから秋の紅葉シーズンまで、気軽に楽しめるハイキングスポットです。

『高柴山』

第57期第2四半期

株主通信
2023年10月1日から
2024年3月31日まで

2024年  春 号
https://www.asaka.co.jp/

【個人投資家の皆様へ】
詳しくはホームページをご覧ください。

証券コード
5724

（1）株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、東京証券代行が口座管理機関となっておりますので、東京証券代行にお問合せください。株主名簿管理人
である三菱UFJ信託銀行ではお手続きできませんので、ご注意ください。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事業年度 10月1日～翌年9月30日

※ただし、電子公告によることができない事故、
　その他のやむを得ない事由が生じたときは、
　日本経済新聞に公告いたします。

株主メモ

ご注意

配当金受領
株主確定日

9月30日　
なお、中間配当を実施するときは3月31日

定時株主総会 毎年12月

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL：0120ー232ー711（通話料無料）
 郵送先
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

特別口座の
口座管理機関 東京証券代行株式会社

東京証券代行株式会社　事務センター
〒168-8522 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL：0120ー49ー7009（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所

電子公告により行います
公告掲載URL  https://www.asaka.co.jp/

公告の方法

うつくしま観光プロモーション推進機構（公益財団法人福島県観光物産交流協会 内）

で検索福島の旅が丸わかり!! 福島の旅

〒960-8053　福島県福島市三河南町1番20号（コラッセふくしま７階）
TEL：024-525-4024　FAX：024-525-4087

PIC
K U
P! 開成山公園リニューアル

長年郡山市民の憩いの場として愛されてきた開成山公園が2024
年4月1日にリニューアルしました。市制施行100周年に合わせ、都
市公園法に基づく公募設置管理制度（Park-PFI）を活用した整備
を実施し、カフェやガーデニング雑貨店などの新設、自由広場の
芝生化、駐車場の増設、歩道などのバリアフリー化、災害時に焚火
として使えるベンチを設置するなど防災機能も高め、より快適に
楽しめる公園へと生まれ変わりました。



　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人の
消費活動の持ち直しには足踏みが見られたものの、企業活動
には持ち直しの動きが見られ、物価上昇の影響を受けつつも
景気は緩やかに回復しました。一方で、世界的には地政学リ
スクの高まりやインフレとそれに伴う金融引き締め、エネル
ギー・資源価格の高騰等、依然として先行き不透明な状況が
続いております。

　当社グループにおいては、民生電子機器や情報通信機器の
需要が低下し、主要取引先において半導体製品等の電子部品
の生産量が減少し、貴金属の取り扱い数量は前年同四半期を
下回りました。
　主要製品のうち、金の価格は米国金利の利上げが停止され
るとの見方や、紛争による安全資産としての需要の高まりか
ら、ドル建て価格が上昇し高い水準で堅調に推移しました。
また円安ドル高傾向が続いたことも影響し、円建て価格は前
年同四半期を上回りました。銅の価格は、世界最大の銅消費
国である中国における需要や製造業において世界的に回復傾
向が見られたことから、ドル建て価格は底堅く推移し、円安ド
ル高の影響により円建て価格は前年同四半期を上回りました。

　このような事業環境の中、当社グループは資源循環型社会
の実現に向け、経営基盤の強化及び新規事業の確立に努めま
した。社員一人ひとりが積極的にチャレンジする組織風土を
目指して前期に導入した新人事制度に基づき、評価体系のブ
ラッシュアップに取り組んだほか、人材育成制度の構築に努

めました。

　既存事業では、DX化に伴い拡大が期待される電子部品業
界において、取引先とのリレーション強化や独自技術を武器
とした新規開拓に注力しました。収益力の向上に向け、営業
力の底上げや製造工程の効率化によるコスト低減にも継続的
に取り組んでおります。なお、当社取引先における電子部品
の生産量は足元では回復傾向にあり、当社が取り扱う貴金属
の数量も2024年９月期末にかけて増加していく見通しと
なっております。
　新規事業では、リチウムイオン電池（以下、LiB：Lithium-ion 
Battery）再生事業の事業化に向け、研究開発及び事業ス
キーム構築に注力しました。研究開発においては、CO₂排出
量の削減とレアメタルの高回収率を両立するプロセスの構築
に努めつつ、電池メーカーとの共同開発にも取り組んでおり
ます。事業スキームの構築につきましては、現在も大きな枠
組みの形成に向けて、複数企業とアライアンス締結に向けた
交渉を継続しております。

　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご理解、
ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

【当第２四半期連結累計期間は減収減益】
　当第２四半期連結累計期間の連結業績は売上高3,677百

万円（対前年同四半期13.4％減）、営業利益83百万円（同

71.5％減）、経常利益61百万円（同77.6％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益209百万円（同6.6％減）となり

ました。貴金属の主要製品価格は前期を上回ったものの、取

引先の減産等に伴い、取り扱い数量が減少したことで売上高

が減少しました。加えて、中長期的な成長を見据えた組織体

制の強化やLiB再生事業の研究開発への積極的な投資によ

り、前年同期比で減益となりました。なお、ふくしま産業復興

企業立地補助金（13次募集）等により、特別利益244百万円

を計上しております。

【2024年９月期第２四半期（累計）連結業績予想
と実績値との差異について】

　当第２四半期連結累計期間の売上につきましては、貴金属

を取引先に返却する形式の取引が拡大し、 貴金属の売買を

伴う取引が縮小したことで、予想を下回りました。営業利益と

経常利益につきましては、当社の主力製品である貴金属及び

銅の価格が想定を上回ったことで、予想を上回りました。通期

連結業績予想につきましては、前回公表予想の数値から変更

はございません。

　今後の業績の動向により、通期連結業績予想の修正が必要

と判断した場合には速やかに開示いたします。

当第２四半期連結累計期間の概況
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連結財務諸表

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（単位：百万円）

500

△ 77

△ 379

0

44

1,138

△ 8

1,174

606

△ 190

△ 273

△ 1

141

1,346

ー

1,488

当第2四半期 前第2四半期
（　      　　　）2023年10月1日～
2024年3月31日 （　      　　　）2022年10月1日～

2023年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額

現金及び現金同等物の四半期末残高

❸

❹

❺

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金

　　受取手形及び売掛金

　　棚卸資産

　　その他

　固定資産

　　有形固定資産

　　無形固定資産

　　投資その他の資産

資産合計

1,802

390

1,427

68

4,252

80

418

8,439

1,766

457

1,259

330

4,097

69

366

8,348

当第2四半期末
（2024年3月31日）

前期末
（2023年9月30日）

当第2四半期末
（2024年3月31日）

前期末
（2023年9月30日)

負債の部
　流動負債
　固定負債
　負債合計
純資産の部
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
　その他の包括利益累計額
　新株予約権
　非支配株主持分
　純資産合計
負債純資産合計

2,163
1,814
3,978

504
369

3,594
△ 142

94
40
ー

4,461
8,439

2,301
1,790
4,092

504
369

3,423
△ 150

64
40
4

4,255
8,348

❷

■事業セグメントごとの状況

■四半期連結貸借対照表（要約） ■四半期連結損益計算書（要約）
（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

3,677
2,627
1,050
966
83
8
29
61
244
1

304
94
209

ー

209

4,246
3,027
1,218
926
292
13
29
276
1
3

274
49
224

△ 0

224

当第2四半期
（　      　　　）2023年10月1日～
2024年3月31日

前第2四半期
（　      　　　）2022年10月1日～
2023年3月31日

❸Point

❹Point

❷Point

❶Point

❺Point

前連結会計年度末に比べて114百万円減少し、3,978百万円となりました。主な要因は、賞与引当金が41百万円、
借入金が324百万円減少し、買掛金が31百万円、未払法人税等が89百万円、その他（流動負債）が30百万円、
借入金地金が96百万円増加したことです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、77百万円の支出となりました（前年同四半期は190百万円の支出）。
この主な内訳は、有形固定資産の取得による支出が299百万円、補助金の受取額が239百万円です。

前連結会計年度末に比べて91百万円増加し、8,439百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が35百万円、
棚卸資産が167百万円、建物及び構築物（純額）が76百万円、建設仮勘定が88百万円、投資有価証券が43百万円
増加し、受取手形及び売掛金が63百万円、その他（流動資産）が262百万円減少したことです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、379百万円の支出となりました（前年同四半期は273百万円の支出）。
この主な内訳は、短期借入金の純減少額が508百万円、長期借入金の返済による支出が172百万円、長期借入れに
よる収入が356百万円です。

営業活動によるキャッシュ・フローは、500百万円の収入となりました（前年同四半期は606百万円の収入）。
この主な内訳は、税金等調整前四半期純利益が304百万円、減価償却費が141百万円、棚卸資産の増加額が167百
万円、その他（営業）の収入が405百万円、補助金収入が243百万円です。

❶

　主要製品の価格が前期を上回ったものの、
貴金属の取り扱い数量が減少したことにより、
売上高は3,062百万円 （対前年同四半期16.0
％減）となりました。
　加えて、間接部門の経費負担の増加により
セグメント利益は61百万円 （同74.8％減）の
減収減益となりました。

貴金属事業
　主力製品である品質管理システムの販売が増
加したことにより、売上高は78百万円（対前
年同四半期37.1％増）の増収となりました。
　一方で、間接部門の経費負担が増加したこと
により、セグメント損失は13百万円（前年同
四半期は9百万円の損失）となりました。

システム事業
　主要製品の価格が前期を上回ったものの、販
売数量の減少により売上高は526百万円（同
0.8％減）の減収となりました。
　加えて、生産設備の増強に伴う減価償却費や
間接部門の経費負担等の増加により、セグメン
ト損失は2百万円（前年同四半期は27百万円の
利益）となりました。

環境事業

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税等
四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

非支配株主に帰属する
四半期純損失（△）
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連結財務諸表

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（単位：百万円）
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■事業セグメントごとの状況

■四半期連結貸借対照表（要約） ■四半期連結損益計算書（要約）
（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

3,677
2,627
1,050
966
83
8
29
61
244
1

304
94
209

ー

209

4,246
3,027
1,218
926
292
13
29
276
1
3

274
49
224

△ 0

224

当第2四半期
（　      　　　）2023年10月1日～
2024年3月31日

前第2四半期
（　      　　　）2022年10月1日～
2023年3月31日

❸Point

❹Point

❷Point

❶Point

❺Point

前連結会計年度末に比べて114百万円減少し、3,978百万円となりました。主な要因は、賞与引当金が41百万円、
借入金が324百万円減少し、買掛金が31百万円、未払法人税等が89百万円、その他（流動負債）が30百万円、
借入金地金が96百万円増加したことです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、77百万円の支出となりました（前年同四半期は190百万円の支出）。
この主な内訳は、有形固定資産の取得による支出が299百万円、補助金の受取額が239百万円です。

前連結会計年度末に比べて91百万円増加し、8,439百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が35百万円、
棚卸資産が167百万円、建物及び構築物（純額）が76百万円、建設仮勘定が88百万円、投資有価証券が43百万円
増加し、受取手形及び売掛金が63百万円、その他（流動資産）が262百万円減少したことです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、379百万円の支出となりました（前年同四半期は273百万円の支出）。
この主な内訳は、短期借入金の純減少額が508百万円、長期借入金の返済による支出が172百万円、長期借入れに
よる収入が356百万円です。

営業活動によるキャッシュ・フローは、500百万円の収入となりました（前年同四半期は606百万円の収入）。
この主な内訳は、税金等調整前四半期純利益が304百万円、減価償却費が141百万円、棚卸資産の増加額が167百
万円、その他（営業）の収入が405百万円、補助金収入が243百万円です。

❶

　主要製品の価格が前期を上回ったものの、
貴金属の取り扱い数量が減少したことにより、
売上高は3,062百万円 （対前年同四半期16.0
％減）となりました。
　加えて、間接部門の経費負担の増加により
セグメント利益は61百万円 （同74.8％減）の
減収減益となりました。

貴金属事業
　主力製品である品質管理システムの販売が増
加したことにより、売上高は78百万円（対前
年同四半期37.1％増）の増収となりました。
　一方で、間接部門の経費負担が増加したこと
により、セグメント損失は13百万円（前年同
四半期は9百万円の損失）となりました。

システム事業
　主要製品の価格が前期を上回ったものの、販
売数量の減少により売上高は526百万円（同
0.8％減）の減収となりました。
　加えて、生産設備の増強に伴う減価償却費や
間接部門の経費負担等の増加により、セグメン
ト損失は2百万円（前年同四半期は27百万円の
利益）となりました。

環境事業

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税等
四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

非支配株主に帰属する
四半期純損失（△）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円） （百万円）
500

400

300

200

100

0
2023年9月期（中間） 2024年9月期（中間）

売上高 セグメント利益
700
600
500
400
300
200
100
0

（百万円） （百万円）
70
60
50
40
30
20
10
0
△10

2023年9月期（中間） 2024年9月期（中間）

売上高 セグメント利益
または損失

100

50

0

（百万円） （百万円）
40

20

0

△20
2023年9月期（中間） 2024年9月期（中間）

売上高 セグメント損失



トピックス

5 6

Information （2024年3月31日現在）

所有者別分布状況

（注）上記比率は、当社保有の自己株式（129,498株）を控除して計算しております。

株主数比率株式数比率

外国法人等
0.70％

個人・その他
97.69％

その他の法人
43.56％

個人・その他
39.85％

外国法人等
1.16％

株式の状況

（注）

株主名

2,102,060
214,100
180,000
162,200
145,000
100,000
84,961
67,200
54,848
43,300

40.85
4.16
3.49
3.15
2.81
1.94
1.65
1.30
1.06
0.84

所有株式数
（株）

持株比率
（％）

有限会社モラル・コーポレーション
白岩政一
株式会社常陽銀行
株式会社東邦銀行
日本生命保険相互会社
東京中小企業投資育成株式会社
株式会社ＳＢＩ証券
日本証券金融株式会社
アサカ理研社員持株会
楽天証券株式会社

発行可能株式総数
発行済株式総数

株　　主　　数

20,400,000株
5,144,600株

（自己株式129,498株を含む）

3,293名

大株主の状況

　全国的に企業の人手不足が問題とされる中、当社においても人材の確保は重要な課題の1つであると認識しております。
中長期的な企業価値の向上を見据え、当社と共に成長していく人材を幅広く採用していくために、昨年11月にリクルー
トサイトを開設いたしました。

リクルートサイトを新設しました

　リクルートサイトは、就職活動中の学生や求職者の方など、1人でも多くの方に当社の事業内容や当社で働く社員の姿
を知っていただくことを狙いとし、ご覧いただいた方に「もっとアサカ理研について知りたい」と興味を持っていただけ
るようなサイト作りを心がけております。
　スペシャルコンテンツの「無限への挑戦」では、これまでに行われてきた数々の挑戦について、実際に取り組んできた
社員へのインタビューを通して紹介しております。当社の社是である「豊かな創造性を発揮し社会貢献を果たす」を軸に、
多くの失敗を経験しながらも着実に歩みを進めてきた歴史に迫りました。そのほか、社員へのインタビューや「会社・働く・
人」の3つの観点から当社を調査した「数字で見るアサカ理研」、働く社員一人ひとりの“やりたいこと”が実現できる
会社づくりのために大切にしている価値観を示した「アサカ理研の人材観」など７つのコンテンツから構成しております。
株主の皆様にもぜひご覧いただけますと幸いでございます。

「もっと知りたい」と思ってもらえるように

　リクルートサイトのトップページでは、背景に当社工
場や本社所在地である福島県の風景などの写真が表示さ
れます。左の写真もトップページの1つで、福島県のシ
ンボルである猪苗代湖と磐梯山の風景です。
　サイトを開くたびに背景が変化する仕様となっており
ますのでぜひご覧ください。

　新規事業であるLiB再生事業の事業化などを見据え、今後はこれまで以上に採用活動などの人的資本への投資に注力し
ていく計画であり、リクルートサイトの開設はその後押しになるものと考えております。また、入社後の人材教育・育成
などにも重点的に取り組んでまいります。昨年刷新いたしました人事制度をベースに、自身の役割や目標に積極的にチャ
レンジする人材が適切に評価され、キャリア形成に取り組みやすい社内風土の醸成に努めてまいります。

人的資本への投資

会社概要
株式会社アサカ理研

〒963-0725 
福島県郡山市田村町
金屋字マセ口47番地

1969年8月25日

504,295,600円

商 号
本 社

設 立 年 月 日

資 本 金

金地金、銀地金、白金地金、パラ
ジウム、貴金属回収精製処理及
び販売、各種治具の洗浄・再生、
機能部品の再生及び販売

塩化第二鉄液の再生・販売、銅
粉の回収、銅ペレットの製造・
販売

自動計測検査システム、計測ネッ
トワークシステムの開発及び販
売

工業薬品の運搬、廃液の収集運搬

事業内容
①貴金属事業

②環 境 事 業

③システム事業

④その他の事業

／

／

／

／

役　員
山田　慶太
山田　浩太
佐久間　良一
佐久間　幸雄
市川　文子
三崎　秀央
髙野　俊哉
末代　政輔

(注) 取締役  市川文子氏、取締役（監査等委員） 三崎秀央氏、髙野俊哉氏及び末代政輔氏は、
　　社外取締役であります。

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取締役（監査等委員長）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

金融機関 10.78％ 金融商品
取引業者
4.66％

金融機関
0.12％

金融商品取引業者
0.82％

その他の法人
0.67％

当社は自己株式（129,498株）を保有しておりますが、議決権がな
いため、上記に含めておりません。また、持株比率は自己株式を控除
して計算しております。

リクルートサイト URL

https://www.asaka.co.jp/recruit/
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Information （2024年3月31日現在）

所有者別分布状況
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多くの失敗を経験しながらも着実に歩みを進めてきた歴史に迫りました。そのほか、社員へのインタビューや「会社・働く・
人」の3つの観点から当社を調査した「数字で見るアサカ理研」、働く社員一人ひとりの“やりたいこと”が実現できる
会社づくりのために大切にしている価値観を示した「アサカ理研の人材観」など７つのコンテンツから構成しております。
株主の皆様にもぜひご覧いただけますと幸いでございます。

「もっと知りたい」と思ってもらえるように

　リクルートサイトのトップページでは、背景に当社工
場や本社所在地である福島県の風景などの写真が表示さ
れます。左の写真もトップページの1つで、福島県のシ
ンボルである猪苗代湖と磐梯山の風景です。
　サイトを開くたびに背景が変化する仕様となっており
ますのでぜひご覧ください。

　新規事業であるLiB再生事業の事業化などを見据え、今後はこれまで以上に採用活動などの人的資本への投資に注力し
ていく計画であり、リクルートサイトの開設はその後押しになるものと考えております。また、入社後の人材教育・育成
などにも重点的に取り組んでまいります。昨年刷新いたしました人事制度をベースに、自身の役割や目標に積極的にチャ
レンジする人材が適切に評価され、キャリア形成に取り組みやすい社内風土の醸成に努めてまいります。

人的資本への投資

会社概要
株式会社アサカ理研

〒963-0725 
福島県郡山市田村町
金屋字マセ口47番地

1969年8月25日

504,295,600円

商 号
本 社

設 立 年 月 日

資 本 金

金地金、銀地金、白金地金、パラ
ジウム、貴金属回収精製処理及
び販売、各種治具の洗浄・再生、
機能部品の再生及び販売

塩化第二鉄液の再生・販売、銅
粉の回収、銅ペレットの製造・
販売

自動計測検査システム、計測ネッ
トワークシステムの開発及び販
売

工業薬品の運搬、廃液の収集運搬

事業内容
①貴金属事業

②環 境 事 業

③システム事業

④その他の事業

／

／

／

／

役　員
山田　慶太
山田　浩太
佐久間　良一
佐久間　幸雄
市川　文子
三崎　秀央
髙野　俊哉
末代　政輔

(注) 取締役  市川文子氏、取締役（監査等委員） 三崎秀央氏、髙野俊哉氏及び末代政輔氏は、
　　社外取締役であります。

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取締役（監査等委員長）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

金融機関 10.78％ 金融商品
取引業者
4.66％

金融機関
0.12％

金融商品取引業者
0.82％

その他の法人
0.67％

当社は自己株式（129,498株）を保有しておりますが、議決権がな
いため、上記に含めておりません。また、持株比率は自己株式を控除
して計算しております。

リクルートサイト URL

https://www.asaka.co.jp/recruit/



株主の
皆様へ

高柴山は山頂付近に自生する約3万株の山ツツジの大群落で知られています。開花時期の5月下旬には、山頂
一面が真っ赤な花で埋め尽くされ、その光景に圧倒されます。登山口は3ヶ所あり、それぞれ約30分ほどで山
頂にたどり着けます。山頂からは矢大臣山・大滝根山・片曽根山を望むことができ、その麓に広がる阿武隈高原
の大パノラマも楽しめます。春のツツジから秋の紅葉シーズンまで、気軽に楽しめるハイキングスポットです。

『高柴山』

第57期第2四半期

株主通信
2023年10月1日から
2024年3月31日まで

2024年  春 号
https://www.asaka.co.jp/

【個人投資家の皆様へ】
詳しくはホームページをご覧ください。

証券コード
5724

（1）株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、東京証券代行が口座管理機関となっておりますので、東京証券代行にお問合せください。株主名簿管理人
である三菱UFJ信託銀行ではお手続きできませんので、ご注意ください。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事業年度 10月1日～翌年9月30日

※ただし、電子公告によることができない事故、
　その他のやむを得ない事由が生じたときは、
　日本経済新聞に公告いたします。

株主メモ

ご注意

配当金受領
株主確定日

9月30日　
なお、中間配当を実施するときは3月31日

定時株主総会 毎年12月

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL：0120ー232ー711（通話料無料）
 郵送先
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

特別口座の
口座管理機関 東京証券代行株式会社

東京証券代行株式会社　事務センター
〒168-8522 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL：0120ー49ー7009（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所

電子公告により行います
公告掲載URL  https://www.asaka.co.jp/

公告の方法

うつくしま観光プロモーション推進機構（公益財団法人福島県観光物産交流協会 内）

で検索福島の旅が丸わかり!! 福島の旅

〒960-8053　福島県福島市三河南町1番20号（コラッセふくしま７階）
TEL：024-525-4024　FAX：024-525-4087

PIC
K U
P! 開成山公園リニューアル

長年郡山市民の憩いの場として愛されてきた開成山公園が2024
年4月1日にリニューアルしました。市制施行100周年に合わせ、都
市公園法に基づく公募設置管理制度（Park-PFI）を活用した整備
を実施し、カフェやガーデニング雑貨店などの新設、自由広場の
芝生化、駐車場の増設、歩道などのバリアフリー化、災害時に焚火
として使えるベンチを設置するなど防災機能も高め、より快適に
楽しめる公園へと生まれ変わりました。


